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浜松リッターズ創設及び運営支援

浜松リッターズとは浜松初の女子中学生・小学生軟式野球チーム
チーム名はドイツ語で騎士を意味する「リッター(Ritter)」と日本語の「利他」を掛け合わ
せたもの。常盤工業の社是「自利 利他」にも由来。

廃校グラウンドを整備
練習用に活用市川社長が代表として創設

新聞広告 広告代支援

社屋活用
ミーティング

社屋活用
地域交流イベント

【その他】
用具購入、活動資金、活動報告、団員募集の企画など



地域の社会課題

部活動問題(部活動維持が困難化)

少子化による部員数減少 指導教員の時間外労働の問題

子供たちのスポーツ機会の学校依存と選択の機会不均衡

地域の受け皿不在

野球をやりたい女の子たちは

他競技への移行 競技続行断念 県外への進学



地域と交流しながらの活動

地域のお子さんを招いて
運動会

高齢者
ボランティア

子供たちのスポーツ機会を
地域の様々な人たちと一緒に支える

全日本女子野球連盟、浜松軟式野球連盟、浜松市立入野中学校、
遠鉄スポーツクラブエスポ(チームトレーナー)、はせがわ整形外科(チームドクター）、

浜松東ロータリークラブ、新津はたら倶楽部(社会福祉法人ほなみ会 南風)
放課後等デイサービスグリーピースなど

学校との連携
入野中でナイター練習



地域⇒地域外⇒地域の循環
地域を超えた交流

全国・世界で活躍するアスリートが地域に還元

【練習参加も含めて交流した女性アスリート】
岩見香枝選手(女子野球日本代表）里綾実選手(女子野球日本代表）
小西美加選手(女子野球日本代表）浅野桜子選手(阪神タイガースWomen所属）
渥美万奈選手、峰幸代選手(いずれも東京オリンピック女子ソフトボール金メダリスト）

全国大会で対戦した
他県選手との友情

有名な女性アスリートが
活動を後押し



子供たちの成長

リッターズの活動を通して成長
小学生
卒団式

中学生
卒団式

「浜松リッターズ」での多様な体験を通して成長
不登校だった生徒がチーム参加をきっかけに立ち直り高校進学ご野球を継続

これまで4名の卒団生が高校進学後に女子野球部へ入部
2022年には県西部初の女子硬式野球部がオイスカ浜松国際高に創部



子育ちしやすい街＝発展する地域

建設会社は
発展する地域だからこそ仕事があり
地域が発展するために仕事をする

その発展の礎が次世代の子供たち
子供が伸び伸びと育てる街とするため
仕事でも社会貢献活動でも取組みます

建設現場でも女性の活躍が増えています
どの分野でもその機会を増やすこと
男性も女性も公平なチャンスに出会うこと

浜松リッターズへの支援は
その一つだと思っています
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